
令和３年度全国学力・学習状況調査 

＜長崎県の結果の概要＞ 
 

 

Ⅰ 調査の概要 
 
１ 目 的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒 
の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改 
善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の 
改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的 
な検証改善サイクルを確立する。 

 

２ 実施対象 

県内国公私立学校の以下の学年の、原則として全児童生徒を対象とする。 
○小学校調査…小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、 

特別支援学校小学部第６学年 
○中学校調査…中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、 

特別支援学校中学部第３学年 

 

３ 調査内容  
（１）教科に関する調査…国語、算数・数学 

国語、算数・数学はそれぞれ次の①と②を一体的に出題。 
    ①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容

や、実生活において不可欠であり常に活用できるようになっている
ことが望ましい知識・技能等 

    ②知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決
のための構想を立て実践し評価・改善する力等 

      

（２）質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面

等に関する調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件

の整備の状況等に関する調査 

 

４ 調査期日  令和３年５月２７日（木） 

 

５ 調査実施校数及び児童生徒数 

（１）実施校数４８３校（調査対象者の在籍する学校の総数４８７校） 

（小学校：３１１校、中学校：１７０校、義務教育学校：２校） 

 
（２）参加児童生徒数 

○ 小学校６年生   １０，９３５人 
○ 中学校３年生   １０，３６３人 
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Ⅱ 全国学力・学習状況調査「結果の概要」 
 

１ 教科に関する調査 

 

１ 平均正答率及び平均正答数 

  （上段：平均正答率 下段：平均正答数） 

県全体 

（公立小・中・義務教育学校、県立中・特別支援学校） 
  

小学校 中学校  県立中学校（３校） 

教科 本県 全国 教科 本県 全国  教科 本県 全国 

国語 
６３ ６５ 

国語 
６３ ６５  

国語 
８４ ６５ 

8.9/14 9.1/14 8.8/14 9.0/14 11.7/14 9.0/14 

算数 
６８ ７０ 

数学 
５６ ５７  

数学 
８３ ５７ 

11.0/16 11.2/16 9.0/16 9.1/16 13.2/16 9.1/16 

          

 

＜参考１＞ 前回（令和元年度）の調査結果 

（公立小・中・義務教育学校、県立中・特別支援学校） 

校種 教科 本県 全国 

小学校 

国 語 ６１ ６４ 

算 数 ６５ ６７ 

中学校 

国 語 ７３ ７３ 

数 学 ６０ ６０ 

英 語 ５４ ５６ 

     ※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響のため未実施 

 

＜参考２＞ 平成３０年度小学校６年生（現中学３年生）の調査結果 

校 種 教 科 
Ａ問題（知識） Ｂ問題（活用） 

本県 全国 本県 全国 

小学校 

国 語 ６９ ７１ ５４ ５５ 

算 数 ６２ ６４ ５０ ５２ 
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２ 結果の総括 
 
（１）県全体の平均正答率 
◇ 小学校では、国語、算数ともに全国平均を２ポイント下回った。 
◇ 中学校では、国語は全国平均を２ポイント下回り、数学は全国平均を１ポ
イント下回った。 

 
（２）各教科における課題 

（太字は令和元年度に設定した重点課題） 

 

◇ 問題を正しく読み取り、複数の情報から必要な情報を選択したり関連付け

たりすること、また、それらを基に自分の考えをまとめ表現することに課題

がある。 

 

 
課  題 問題番号 

平均正答率 

全国 本県 自校 

小 

学 

校 

国 

語 

条件に合わせて書く ２三 34.4 31.5  

修飾と被修飾との関係を

捉える 
３三(２)オ 43.6 38.8  

算 

数 

式の表現と読み １(３) 55.8 51.2  

資料の整理と読み ３(４) 52.0 48.4  

中 

学 

校 

国 

語 

複数の情報を整理し、条

件に合わせて書く 
４四 71.9 68.5  

文章の内容を捉え、条件

に合わせて自分の考えを

書く 

３四 20.5 20.5  

数 

学 

図形の証明 ９(３) 28.8 26.7  

判断の理由を数学的な表

現を用いて説明する 
８(３) 11.1 11.8  
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　　　質問紙調査
１　主な状況（質問紙調査からの抜粋）

【道徳性、自己有用感等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 96.0 本県 96.1 本県 95.9 本県 96.6

全国 95.2 全国 95.5 全国 94.3 全国 95.0

本県 97.4 本県 96.9 本県 96.7 本県 97.3

全国 97.1 全国 96.8 全国 95.1 全国 95.9

本県 82.3 本県 80.1 本県 75.9 本県 76.8

全国 81.2 全国 76.9 全国 74.1 全国 76.2

【学習習慣と生活習慣】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 71.3 本県 73.8 本県 50.4 本県 63.9

全国 71.5 全国 74.0 全国 50.4 全国 63.5

本県 66.9 本県 62.6 本県 28.8 本県 31.3

全国 66.1 全国 62.5 全国 35.5 全国 41.8

本県 95.6 本県 95.2 本県 95.0 本県 95.1

全国 95.3 全国 94.9 全国 93.1 全国 92.8

【地域、社会に関わる活動の状況等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 84.1 本県 81.9 本県 72.0 本県 70.4

全国 83.8 全国 80.3 全国 70.5 全国 68.6

本県 69.3 本県 60.7 本県 54.5 本県 47.5

全国 68.0 全国 58.1 全国 50.6 全国 43.7

本県 53.1 本県 55.2 本県 41.6 本県 50.5

全国 54.5 全国 52.4 全国 39.4 全国 43.8

【ICT機器の活用等】　※新設

【新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休業時期の状況】※新設

+2.4
全国 64.6 全国 37.6

-0.3
全国 55.2 全国 62.8

本県 64.7
+0.1

本県 40.0

全国 48.4

本県 58.0
+2.8

本県 62.5

全国比 全国比

本県 64.5
+1.4

本県 55.3
+6.9

小学校 中学校

R3 R3

全国 63.1

本県 17.3
-2.2

全国 19.5

本県 95.8
+2.6

全国 93.2

中学校

R3

全国比

本県 27.7
-7.1

全国 34.8

18.4

19.9

95.4

94.5

-7.2

-1.5

+0.9

31.8

39.0

本県

全国

本県

全国

本県

全国

小学校

R3

全国比

3 計画的に学習を続けることができた

1 規則正しい生活を送っていた

2 勉強について不安を感じた

3
学習の中でＩＣＴ機器を使うのは勉強の役
に立つと思う

調査項目

1
学校で、意見を交換したり、調べたりする
ために、ＩＣＴ機器を週１回以上使用して
いる

2
１日当たり１時間以上スマートフォンやＩＣ
Ｔ機器を勉強のために使っている（月～
金）

調査項目

0.4

3
地域や社会をよくするために何をすべき
かを考えることがある

-1.4 +2.8 +2.2 +6.7

-10.5

+1.8

3 自分には、よいところがある +1.1 +3.2 +1.8

家で自分で計画を立てて勉強をしていま
すか

調査項目

2
授業以外に１時間以上（中学校は２時間
以上）の学習をしている（月～金）

+0.8 +0.1 -6.7

-0.21

1 人の役に立つ人間になりたい

2

小　　学　　校

調査項目

-0.2

いじめはどんな理由があってもいけない

H31(R1) R3

1 将来の夢や目標を持っている +0.3 +1.6

3 毎日朝食を摂取

+1.4

中　　学　　校

+1.6+0.8

+2.3

+0.6

0.0

H31(R1) R3

H31(R1)R3

2 今住んでいる地域の行事に参加している +1.3 +2.6 +3.9

+1.5

調査項目

中　　学　　校

H31(R1)

+3.8

小　　学　　校

+0.3

中　　学　　校

R3

+0.6

+1.6

+1.6+0.1

H31(R1)

R3

+0.3 +1.9+0.3

H31(R1)

小　　学　　校

R3

２
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２　結果の総括

　◇　道徳性については継続的に全国平均より高い傾向にあり、特に「人の役
　　に立つ人間になりたい」「いじめはどんな理由があってもいけない」と思
　　っている児童生徒の割合は、平成３１年度に引き続き９５％を超えている。

　◇　「家で自分で計画を立てて勉強している」と回答した児童生徒の割合は
　　全国平均とほぼ同じ状況だが、中学校において「月～金において、授業以
　　外に２時間以上学習をしている」と回答した生徒の割合は、引き続き全国
　　平均を下回っている。

　◇　「自分にはよいところがある」「将来の夢や目標を持っている」と回答
　　した児童生徒の割合は平成３１年度に引き続き全国平均を上回っており、
　　自分自身や自分の将来について、肯定的に捉えている。

　◇  「今住んでいる地域の行事に参加している」「地域や社会をよくするた
　　めに何をすべきかを考えることがある」と回答した児童生徒の割合は、小
　　・中学校ともに全国平均より高く、地域との良好な関係性、地域や社会へ
　　の関心の高さがうかがえる。特に中学校では、「地域や社会をよくするた
　　めに何をすべきかを考えることがある」と回答した生徒が平成３１年度よ
　　りも4.5ポイント増加し、全国平均を6.7ポイント上回っている。

　◇　「学習の中でＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う」と回答した
　　児童生徒の割合は小・中学校ともに９５％を超え、全国平均を上回ってい
　　る一方、「学校で意見を交換したり、調べたりするために、ＩＣＴ機器を
　　週１回以上使用している」と回答した児童生徒の割合は、約７ポイント全
　　国平均を下回っている。

　◇　新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休業時期の状況について、
　　「規則正しい生活を送っていた」と回答した児童生徒の割合は小・中学校
　　ともに全国平均より高く、特に中学校では全国平均を約７ポイント上回っ
　　ている。
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３ 各教科の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国 34.4 

本県 31.5 

市町  

自校  

＜自校の改善のポイント＞ 

 

２三 条件に合わせて書く 重点課題 

・目的に応じ、文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付けることがで

きるかどうかをみる問題です。 

小学校国語 

☆平均正答率（%） 

＜状況と課題＞ 

今年度は、「条件に合わせて書く」問題が、３問出題されました。本問における正

答率は 31.5％と低く、継続課題と捉えています。 

解答の状況をみると、〈条件〉に示されている、「ヒントになったこと」については

書いているが、「面ファスナーのくっつく仕組み」については書いていない児童が４

割程度いました。文章と、「面ファスナーの仕組み」の図とを結び付けて必要な情報

を見付けることができていないと考えられます。 

☆平均正答率（%） 
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全国 43.6 

本県 38.8 

市町  

自校  

＜自校の改善のポイント＞ 

 

３三(２)オ 修飾と被修飾との関係を捉える 

・文の中における修飾と被修飾との関係を捉えることができるかどうかを

みる問題です。 

☆平均正答率（%） 

＜状況と課題＞ 

「すぐに」が詳しくしている言葉として適切なものを選択する問題において、正答

率は 38.8%であり、全国平均より 4.8ポイント低く、課題と捉えています。 

解答の状況をみると、１を選択している児童が約３割、２を選択している児童が

約２割いました。主語と述語との関係や、修飾と被修飾との関係などの、文の構成

を理解できていないと考えられます。 

 

7



小学校算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国 55.8 

本県 51.2 

市町  

自校  

１（３）式の表現と読み 重点課題 

・除法の式と商の意味を理解しているかどうかをみる問題です。 

 

☆平均正答率（%） 

＜状況と課題＞ 

「単位量当たりの大きさ」を用いて比べる問題の正答率は、全国平均よりも4.6ポ

イント低い51.2%であり、課題と捉えています。 

解答の状況をみると、式の意味を理解していない児童（3または４を選択）が約２

割、式の意味は理解していても商の意味を理解していない児童（２を選択）が約３割

であり、「単位量当たりの大きさ」の概念が十分に定着していないことが考えられま

す。 

 

☆平均正答率（%） 
＜自校の改善のポイント＞ 
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全国 52.0 

本県 48.4 

市町  

自校  

３（４）資料の整理と読み 重点課題 

・帯グラフで表された複数のデータを比較し、特徴を捉えて記述できるか

どうかをみる問題です。 

の計算の仕方を考えることができるかどうかをみる問題です。 

☆平均正答率（%） 

＜状況と課題＞ 

３（２）のように、一つの棒グラフから項目間の関係を読み取る問題の正答率が

90.6％と高い一方で、本問３（４）のように、複数のデータを比較し、特徴を捉え

て記述する問題では、48.4%と正答率が大きく下がりました。また、無答率も全問題

の中で最も高く、9.8％でした。 

＜自校の改善のポイント＞ 
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中学校国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国 71.9 

本県 68.5 

市町  

自校  

＜状況と課題＞ 

  社会生活に必要な電子メールでのやりとりにおいて、自分が確認したい事柄を相 

手に効果的に伝わるように書くという本問の正答率は、全国平均より 3.4ポイント 

低い 68.5％であり、継続課題と捉えています。 

 記述はしているものの、条件を一つも満たしていない解答が 11.8％あり、無答率

は 11.1%でした。 

 

＜自校の改善のポイント＞ 

４四 複数の情報を整理し、条件に合わせて書く 重点課題 

・伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように、条件に合わせて書くこと

ができるかどうかをみる問題です。 

☆平均正答率（%） 
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全国 20.5 

本県 20.5 

市町  

自校  

＜状況と課題＞ 

  文章から読み取ったことについて、自分の考えを書く問題です。正答率は 20.5％

と全問題の中で最も低い結果でした。また、無答率も最も高く、27.5％でした。 

  解答の状況をみると、約４割の生徒が、文章から自分の考えの根拠となる表現を適

切に引用できていませんでした。文章の内容を捉えることや自分の考えを書くこと

に加えて、引用の仕方について理解を深めることも今後の課題です。 

＜自校の改善のポイント＞ 

３四 文章の内容を捉え、条件に合わせて自分の考えを書く 

・文章に表れている人物の見方や考え方を捉え、それに対する自分の考え 

を書くことができるかどうかをみる問題です。 

☆平均正答率（%） 
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中学校数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国 28.8 

本県 26.7 

市町  

自校  

＜状況と課題＞ 

条件を保ったまま動かした図形の角について成り立つ性質を見いだし、数学的に

表現する問題において、正答率は 26.7％、無答率は 31.8％であり、継続課題と捉

えています。問題を発展させた場合に、平行線や角の性質を基にして、２つの角につ

いて成り立つ性質を見いだすことができなかったと考えられます。 

＜自校の改善のポイント＞ 

９（３）図形の証明 重点課題 

・ある条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見いだし、それを数学

的に表現することができるかどうかをみる問題です。 

 

☆平均正答率（%） 
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全国 11.1 

本県 11.8 

市町  

自校  

＜状況と課題＞ 

（１）のように、ヒストグラムからある階級の度数を読み取ることについては、正

答率が 83.3％と高い結果でした。 

しかし、２つの度数分布多角形を比較してデータの傾向を的確に捉え、判断の理由

を数学的な表現を用いて説明することについては、正答率が 11.8％と全問題の中で

最も低い結果であり、無答率も 34.8％と最も高く、データの活用において課題が見

られました。 

＜自校の改善のポイント＞ 

８（３）判断の理由を数学的な表現を用いて説明する 

・データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明す

ることができるかどうかをみる問題です。 

☆平均正答率（%） 

13



４ 各市町の状況 

校種

教科 国語 算数 国語 数学

長崎市 +

佐世保市

島原市 + +

諫早市

大村市 +

平戸市 + +

松浦市

対馬市

壱岐市

五島市 +

西海市

雲仙市 +

南島原市 +

長与町 + + + +

時津町 + + + +

東彼杵町

川棚町

波佐見町 + +

小値賀町 + + +

佐々町 + + +

新上五島町 +

小学校 中学校

 

（全国平均以上の場合「＋」表示） 
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